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研究成果の概要（和文）：東北大学メディカルメガバンク機構（ToMMo）に全身検査、一般眼科検査、眼画像診
断データを含む正常眼データベースを構築した。また、大阪大学医学部附属病院の電子診療録データを匿名化し
て抽出するシステム（CDCS）を用いた緑内障レジストリを構築した。それらを活用し、屈折異常の解析を行い、
若年層の近視が増加し、これは加齢変化や遺伝的因子よりは世代間変化や環境変化により生じていることを示し
た。また、緑内障レジストリを活用し、末期緑内障眼に対する従来の進行解析法の問題点を証明し、新たな進行
解析法を開発した。また、左右眼の視野進行速度比較により、年齢により視野進行速度に関与する因子が異なる
ことを示した。

研究成果の概要（英文）：We developed an integrated big database of healthy eyes including systemic, 
ocular, and ophthalmic image data. We also developed a glaucoma registry using a CDCS system that 
anonymize and collect clinical data from electric health record of Osaka University Hospital. 
We used these databases to analyze refractive errors and found a significant increase of myopia in 
young generation. We elucidated that these changes were caused by generational shift and 
environmental changes rather than ageing or genetic changes.
We used the glaucoma registry to clarify the limitations of existing visual field progression 
analysis strategies for advanced glaucoma, and proposed a novel method for progression analysis that
 overcomes the limitations of existing methods. We also demonstrated the age-related changes of 
relative contribution of systemic versus ocular factors on visual field progression by analyzing the
 inter-eye difference of visual field progression within single eyes.

研究分野：眼科学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
大規模統合データベースの作成により、緑内障を中心とした眼疾患の診断、および治療開発研究への基盤を確立
した。また、実際にデータベースを使用することで、末期緑内障に対する新たな進行解析法を開発した。同一症
例の左右眼比較により、視野の進行速度と年齢、疾患重症度、全身的因子、局所的因子の関連を示した。また、
緑内障の重要な危険因子であり、疾患頻度の増加が世界的な問題となっている若年層の近視増加について、教育
や年齢の影響を解明した。また、近視に対する年齢、環境要因、世代間変化の影響を明確にしたことにより、今
後の近視抑制治療開発への基盤を構築した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 

緑内障は本邦における視覚障害原因疾患の首位（29%）であり、ますます増加している。緑内障

は、眼圧により視神経が障害され細胞死に至り、視覚情報を視中枢に伝達することができなくな

った結果、視覚障害を来す疾患である。緑内障による視覚障害は不可逆的なので、視覚障害の阻

止には早期発見、早期治療が不可欠である。緑内障の診断は、眼底検査と光干渉断層計（OCT）

による構造的視神経評価と、視野検査による機能的視神経評価を組み合わせて行う。しかし、眼

底検査と視野検査は主観的、定性的であるため早期発見に限界があり、緑内障の早期発見は OCT

に依存する。一般的な OCTによる緑内障診断法は、網膜神経線維層の厚みを自動計測し、菲薄

化を検出する方法である。しかし、網膜層厚は、疾患以外に年齢、近視の程度、人種などの背景

因子により影響を受ける。そのため、緑内障による菲薄化と、非疾患性の菲薄化の鑑別は困難で

あり、早期発見が困難な一因となっている。本研究では、緑内障の診断能向上のため、OCT と

眼科的、全身的、人口統計学的な背景因子を包括的に解析できる統合的データベースを確立し、

解析することにより、早期緑内障の正確な診断という課題の達成を目指す。 

 

２．研究の目的 

OCT と眼科的、全身的、人口統計学的な種々の背景因子を含めた統合データベースを確立し、

解析することにより、背景因子の影響を調整し、緑内障の診断能を向上すること。 

 

３．研究の方法 

（正常眼および緑内障眼の解析用匿名化データベースの構築と設置） 

東北大学メディカルメガバンク機構（ToMMo）に解析用正常眼データベースを構築した。具体的

には、地域住民コホート全身的な健診データ、一般眼科的検査（屈折値等）データを匿名化し、

ワークシート構造のデータベースを作成した。また、眼底写真、光干渉断層計（OCT）の画像デ

ータも匿名化し、対応表を作成した。 

解析用匿名化緑内障眼データベースとして、大阪大学医学部附属病院にある電子診療録データ

を匿名化してデータサーバーに抽出するシステム（CDCS）を用いた緑内障レジストリを構築、設

置完了した。 

（正常眼データベースを用いた屈折異常の研究） 

ToMMo に構築した解析用正常眼データベースを活用して、緑内障の重要な危険因子であり、近年

爆発的な患者増加が世界的な問題となっている近視をはじめとした屈折異常の頻度および危険

因子の解析を行い、論文報告した。対応表を用いて、匿名化眼科健診データベースと背景因子デ

ータベースを統合して 4282 人の解析用統合データを作成した。 

（緑内障レジストリを用いた新たな眼圧評価法の研究） 



大阪大学医学部附属病院に設置した緑内障レジストリを用いて、従来の圧平眼圧計による眼圧

測定の限界を補う評価法として、角膜生体力学特性（バイオメカニクス）測定の緑内障診断にお

ける有用性を検討した。緑内障眼および対照眼において、前眼部シャインプルーフ解析装置を用

いて測定した角膜生体力学特性パラメータと、視力、眼圧、視野、使用薬剤などの緑内障評価指

標をデータベースより抽出し、多変量解析により、緑内障病型や薬物治療による角膜生体力学特

性パラメータの変化を解析した。 

（緑内障レジストリを用いた新たな視野進行評価法の研究） 

大阪大学医学部附属病院に設置した緑内障レジストリを用いて、長期経時変化解析データを用

いて、新たな緑内障視野評価法を探索した。長期に渡り（2年以上）十分な回数（8回以上）信

頼度のある視野検査を施行した症例のみを抽出し、緑内障病期による視野進行速度への影響と、

両眼性緑内障症例の左右眼の進行速度の相関および差を検討し、新たな視野進行速度評価法を

探索した。 

 

４．研究成果 

（正常眼データベースを用いた屈折異常の研究） 

統合データの解析により、本邦において若年層の近視が増加し、これは加齢変化ではなく世代間

変化であることを示した。また、加齢および教育により左右眼の屈折値の差が増大することを示

した。これは、近年の近視増大が遺伝的因子よりは環境変化により生じていることを証明し、今

後の近視および近視に関連する疾患の抑制治療開発への基盤となる成果であった。 

（緑内障レジストリを用いた新たな眼圧評価法の研究） 

大阪大学医学部附属病院に設置した緑内障レジストリから、無治療の緑内障患者 35 例 35 眼の

角膜生体力学特性パラメータ測定値を抽出し、年齢をマッチした緑内障のない対照眼 35例 35 眼

と多変量解析を用いて統計的に比較した。結果、緑内障眼は非緑内障眼と比較して角膜剛性が低

いことを発見し、論文報告した。また、プロスタグランジン関連薬点眼治療開始前と開始後に角

膜生体力学特性パラメータ測定を行った 19 例 31 眼を抽出し、点眼による角膜生体力学への影

響を検討した。結果、プロスタグランジン関連薬点眼により角膜剛性が低下することを発見し、

論文報告した。これらの研究により、角膜生体力学特性パラメータの緑内障評価、緑内障治療評

価の有用性を証明し、新たな緑内障診断ツールとしての可能性を示した。 

（緑内障レジストリを用いた新たな視野進行評価法の研究） 

また、前年度までに大阪大学に構築した緑内障レジストリを活用し、8回以上の視野検査を行っ

た両眼性緑内障症例 94 例の視野障害進行速度の比較を行い、左右眼の視野進行速度には有意な

相関があるが、進行速度の左右差には個人差が大きく、高齢ほど左右差が大きく、進行速度が遅

いほど左右差が大きいことを示した。これにより、緑内障の進行には、高齢ほど、あるいは進行

速度の遅いものほど、遺伝因子より環境因子の影響が大きくなることを示した。また、366 例 648

眼の視野進行検査結果から、従来の標準的な視野進行速度評価法である MD slope では、末期緑

内障の進行速度が正確に評価できないことを示し、代替法として初回検査時からすでに視機能



を失っている部分を除外して進行速度の評価を行う targeted mean deviation 法を考案、論文

報告した。 
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